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は じ め に

貝塚市は、大阪府の南部、泉州地域 に位置し、北西は大阪湾に面 し、東南は和泉葛

城山を有する山間部であ り、北西か ら東南に長 くのびる市域形状を呈 しています。

今 日、私たちの暮 らしを取 り巻 く環境は、開発 とともに発展 してきま した。急速な

開発は、 自然環境に多大な影響を与え、 さらに地下に眠 る埋蔵文化財 も消滅の危機に

瀕 しています。

埋蔵文化財 は、私たちの歴史や文化 の成 り立ちを理解する上で欠 くことのできない

貴重な情報を提供 してくれます。この貴重な情報を記録保存することにより将来の文

化の向上発展に活か していく必要があります。

近年、文化財を活用する取 り組みが盛んに行なわれています。埋蔵文化財において

も情報や資料の活用を図 り、普及啓発に努めていきたいと考えています。

本書は、平成25年 度中に実施いたしま した緊急発掘調査の結果報告です。住宅建築

等に伴い、事前に実施 した発掘調査であ り、市域の歴史 ・文化を知る うえで欠かせな

い成果を得ることができました。

発掘調査ならびに本書の作成にあた り、多大なご指導 ・ご協力を賜 りま した関係各

位に対 し、深謝す るとともに、今後 とも本市埋蔵文化財保護行政に対する一層のご理

解 とご支援をお願い申し上げます。

平成26年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 西 敏 明



例 言

1.本 書は貝塚市教育委員会が平成25年 度 に国庫補助金 を受 けて実施 した、大阪府貝塚市域 にお

ける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

2.発 掘調査は平成25年4月1日 よ り実施 し、平成26年3月31日 に終了 した。調査は三浦基が

行 なった。

3.本 書 の執筆は三浦基、編集は柴谷幸佑が行なった。

4.出 土遺物、調査記録は、貝塚市教育委員会において保管 している。

凡 例

1.図 中の方位 は磁北 を示す。

2.本 書の土色表示は、農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土色帳』1990年 度版 を

用いた。

3.貝 塚市遺跡分布 図については、山間部の一部は掲載 していない。
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第1章 平成25年 発掘調査 の概要

平成25年 の埋蔵文化財発掘届出及び通知の総件数は212件 、遺跡外試掘調査依頼は12件 である。

届出 ・通知にかかわる対応にっいて、確認調査は13件 、立会調査は66件 、慎重工事は131件 、府にて対応は2

件、99条 にかかる発掘調査は12件 である。

届出 ・通知及び依頼の総件数は減少 した。長引く不況等の社会情勢を反映しているものと考えられる。

分譲住宅の件数は41件 で前年 と比較 して減少 した。その要因としては、宅地造成の件数の減少、開発規模も縮

小してお り、分譲住宅の届出件数に反映されているもの と考えられる。

個人住宅の届出件数は73件 であ り、前年 と比較 して増加 している。このうち発掘調査は1件 である。

住宅以外の開発は、宅地造成1件 、共同住宅1件 、店舗3件 、福祉施設4件 である。宅地造成、共同住宅は前年

と比較 して減少傾向である。

また、個人住宅や共同住宅において地盤改良や柱状改良等の耐震工事を行な う事例が増加 しており、埋蔵文化財

の破壊が懸念される。

遺跡範囲外においての開発は12件 であり、前年に比べ減少傾向である。その目的は宅地造成9件 、駐車場1件 、

その他2件 である。遺跡範囲外での開発については横ばいである。

平成25年 は加治 ・神前 ・畠中遺跡について範囲の拡張があった。

遺 跡 名 調査番号 調査 開 発 地

(平 成24年 度)

1半 田北 遺 跡2012-12確 認 半 田331

2貝 塚 寺 内町 遺 跡2012-13確 認 南 町1312-2

3貝 塚寺 内町遺跡2012-14 確認 南 町1312-1

王子遺跡2・12-151 確認 地蔵堂341-8

(平成25年 度)1

5遺 跡外12・13-1試 掘 小瀬4・1他11及 水路敷

6三 ケ山西遺跡 2013-2 確認
三 ツ 松622-1、623-1、624-1、625-1、626-

1,627-1

7加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡2013-3 確認 加 神1丁 目477-1

8加 治 ・神前 ・畠 中遺 跡2013-4確 認 加神1丁 目59-3

9沢 城 跡2013-5確 認 沢657

1貝 塚寺内町遺跡 2013-6確 認 北 町9-6

11貝 塚寺内町遺 跡 2013-7確 認 中 町905

12柄 堀城跡 2013-8 確認 名越地内

表1.平 成25年 国庫補助事 業一覧(平 成25年1月 ～12月)
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1.沢 新 出 遺 跡2.沢 海 岸 遺 跡3,沢 遺 跡5.長 楽 寺 跡7.地 蔵 堂 丸 山古 墳8.地 蔵 堂 廃 寺9,下 新 出遺 跡

10.秦 廃 寺15.麻 生 中 新 池 遺 跡16.河 池 遺跡17.水 問 寺 遺 跡18.木 積 観 音 寺 跡20堀 遺跡21橋 本 遺 跡

22.貝 塚 寺 内 町 遺跡23.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡24.明 楽 寺 跡25.沢 共 同 墓 地 遺 跡26.沢 西 出 遺 跡27.沢 海

岸 北 遺 跡28.沢 城 跡29.新 井 ・鳥 羽 遺 跡30.新 井 ノ池 遺跡31.半 田遺 跡32麻 生 中遺 跡34.澱 池 遺跡

35.積 善 寺 城 跡36.清 児 遺 跡37.集 原 池 遺 跡38.高 井 天 神 廃 寺 ・高 井 城 跡39.森 城 跡40.森B遺 跡

41.森 ノ大 池 遺 跡42.森A遺 跡43.ニ ツ 池 遺 跡44.千 石 堀 城 跡45.水 間 墓 地46.三 ケ 山城 跡47.片 山墓

地51.窪 田遺 跡 ・窪 田廃 寺53.坊 城 遺 跡54.三 ツ松 遺 跡55.槍 ヶ谷 城 跡56.半 田遺 跡(清 児 地 区)57.堤

遺 跡58.小 瀬 五 所 山 遺 跡59.石 才 遺 跡60.王 子 遺 跡61.± 生 遺 跡64.海 岸 寺 山 遺 跡66.脇 浜 遺 跡

67.今 池 遺 跡68.三 ケ 山遺 跡69.三 ケ 山西 遺 跡70.石 才 南 遺 跡71.名 越 遺 跡72.地 蔵 堂 遺 跡73.名 越 西

遺 跡74。 木 積 遺 跡75.新 井 ・鳥 羽 北 遺 跡78.沢 西 遺 跡79.王 子 西 遺 跡80.津 田遺 跡81.三 ケ 山 オ ニ 谷 遺

跡82.福 田遺 跡83.森 下代 遺 跡84.三 ツ 松 北 垣 外 遺 跡85.薬 師池 西遺 跡86.麻 生 中 出 口遺 跡87.小 瀬 遺

跡88.堤 三 宅 遺跡89.沢 新 開 遺 跡90.沢 タナ ジ リ遺 跡91.堀 新 遺 跡92.橘 池 遺 跡93.麻 生 中下 代 遺 跡

94.堀 秋 毛 遺 跡95.半 田 北遺 跡96.沢 老 ノ塚 遺 跡97.東 遺 跡98.馬 場 遺 跡100.鳥 の 池 西 遺 跡101.白 地

谷 遺跡102.津 田 北遺 跡103.久 保 遺 跡108.水 間 ニ ノ戸 遺 跡109.窪 田ハ マ デ 遺 跡110,海 塚 遺 跡111.脇

浜 川 端 遺 跡112.馬 場 笹 力 遺 跡113.橋 本 野 岸 ノ下 遺 跡114.麻 生 中薬 師 堂 遺 跡115.谷 池 遺 跡116.小 瀬 大

道 端 遺 跡117.石 才 通 井 口遺 跡118.海 塚 宝 伝 遺 跡119.小 瀬 与 九 郎 遺 跡12O.王 子 大 イ ケ ダ イ 遺 跡121.王

子 ヨ ウサ遺 跡122.半 田 ヨ コマ クラ遺 跡123.堤 西 浦遺 跡124.木 積 下 代 遺跡125.橋 本 原 宮 遺跡

図1貝 塚市遺跡分布図(部 分 ・貝塚市域 のみ)
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図2調 査地位置図
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図3調 査地位置図
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第2章 調査の成果
1.貝 塚 寺 内 町遺 跡

本遺跡 は、本市北西部の海岸部に位置 し、標高は2～11m、 願泉寺を中心 として中世末期 に成立 した寺内町で

あり、周囲に濠や土塁をめぐらせた城郭寺院跡である。願泉寺は天正年間には一時、本願寺が置かれるなど真宗寺

院のなかでも特別な存在であった。本遺跡の調査では、濠、土塁の他、溝、土坑、井戸、埋甕、水琴窟等を近世後

半の遺構を多数検出している。

2012-13区 の 調査

本確認調査は、南町1312-2に おいて実施 した。調査は、調査区(4.5㎡)を 設定して実施 した。本調査区の地層

堆積状況は、上層 より撹乱盛土(1、 層厚0.2～0.3m)、 にぶい黄褐色砂混 じり土(4、 層厚0.15～0.25m)で

その下は、明黄褐色砂(7)が 層厚1m以 上堆積する。地山は確認できなかった。地層堆積状況か ら判断して、遺

物包含層は存在 しない。遺構は地層断面において、土坑1(2、3層)、 土坑2(6層)、 土坑3(9層)を 確認 した。

土坑2は 、埋土の状況から近世の便槽 と考えられ るが遺物は確認できないことから詳細時期は不明である。遺物は

出土していない。

A

1:撹 乱盛土

2:黄 褐色砂混 じり土(2,5Y5/4)土 坑i

3:暗 灰黄色砂混 じり土(2.5Y4/2)土 坑i

4:に ぶ い黄褐色砂混 じり土(10YR4/3)

5:に ぶ い黄褐色砂(10YR4/3)

6;灰 黄褐色砂混 じり土(10YR4/2)土 坑2

7:明 黄褐色砂(2.5Y6/6)1m以 上堆積

8:灰 黄褐色土(10YR4/2)

9:に ぶ い黄褐色砂混 じり土(tOYR4/3)土 坑3

図42012-13区
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2012-14区 の 調 査

本 確 認 調 査 は 、 南 町1312-1に お い て 実 施 した。 調 査 は 、 調 査 区(4.2㎡)を 設 定 して 実 施 した 。 本 調 査 区 の 地

層 堆 積 状 況 は、 上 層 よ り撹 乱 盛 土(1、 層厚0.2～0.3m)、 灰 黄 褐 色 砂 土粘 土 混 じ り(2、 層 厚0.15～0.25m)、

灰 黄 褐 色 砂(3、 層 厚0.3～0.5m)で そ の 下 は 、 に ぶ い黄 褐 色 砂(4)が 層 厚1m以 上 堆積 す る。 地 山は 確 認 で き

な か った 。 地 層 堆 積 状 況 か ら判 断 して 、遺 物 包 含 層 は存 在 しない 。 遺 構 は 第3層 が 土 坑 状 に 掘 削 され て い る よ うに

見 え るが 地 層 に切 り合 い 関係 は確 認 で きず。 撹 乱層 と も考 え られ る。 遺 物 は 出 土 して い ない 。

道路

i

1:撹 乱 盛 土

2:灰 黄 褐 色 砂 土 粘 土 混 じ り(10YR4/2)

3:灰 黄 褐 色 砂(10YR4/2)

4:に ぶ い黄 褐 色 砂(10YR4/3)

図52012-14区
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2013-6区 の 調 査

本確認調査は、北町9-6に おいて実施した。調査は、開発地敷地奥に調査区(3㎡)を 設定して実施 した。本調

査区の地層堆積状況は、上層より盛土(1、層厚0.35m)そ の下は灰 白色粘土(8)の 地W(自 然層)で ある。遺構は、

幅1.3m以 上、深 さ1.5mの 溝である。溝埋土は、6層 に分けられ、第2層 は埋戻し土、第3～ 第7層 は堆積土で

ある。遺物は第3、 第4層 か ら瓦、陶磁器、第7層 から陶磁器が出土 している。第3、 第4層 の陶磁器は印判染付

で明治期以降のもの、第7層 出土の陶磁器 は肥前染付の蓋と考えられ19世 紀以降のものと考えられる。

今回確認 した溝は、願泉寺及び ト半役所周囲に掘削された堀と考えられ、推定幅は3m以 上である。時期は、出

土遺物から19世 紀代には三分の一程度まで埋没 しており、明治以降に埋戻され、現在の石組みの溝(幅 約0.8m)

が造られたと推定できる。

道路

KBM

り山

1:盛 土 、撹 乱 層

2:溝 埋 戻 し土

3:暗 灰 黄色 粗砂 混 じ り土(2.5Y4/2)

4:暗 灰 黄 色 粗砂 混 じ り土(2.5Y4/2)地 山 土 ブ ロ ック を 含 む

5:灰 黄 色砂 混 じ り土(2.5Y6/2)

6:暗 灰 黄色 粘 土 混 じ り土(2.5Y5/2)

7:黄 灰 色粗 砂 混 じ り土(2.5Y5/1)

8:灰 白色粘 土(2.5Y7/1)地 山(自 然 層)

堀埋土

(第2～ 第7層)

図62013-6区
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2013-7区 の調 査

本確認調査は、中町905に おいて実施 した。調査は、感田神社境内に所在する濠にっいて、貝塚市指定史跡に指

定するための発掘調査を実施 した。

感田神社は貝塚寺内町の中に所在 し、周知の埋蔵文化財包蔵地 「貝塚寺内町遺跡」内に位置する。

感田神社は、創建年代は明らかではないが、海塚(か いつか)村(現 在の海塚(う みつか))の 牛頭天王社(ご

ずてんの うしゃ)と 堀村の天神社か ら祭神を迎えて、陶器の祠を造ったのが始ま りだといわれている。願泉寺所蔵

の慶安元(1648)年 の絵図には、周 りが濠に囲まれている感 田神社が記 されており、戦前まで境内の三方に濠が残っ

ていた。南西側の濠は昭和20年 代の中町通 りの拡張時に埋められ、現在は境内に取 り入れられた北東側の濠が貝

塚寺内町の環濠の面影を残す唯一の遺構となっている。

現在残っている濠は、北側と南側の一部が埋められてお り、長 さ34.2m、 幅4.8～5.15mで ある。調査は濠の

規模や変遷を調べるため、濠底面を掘削した。濠底面は泥の堆積する状況が全面で見られた。層厚0.25～0.48m

の泥の層が堆積 してお り、調査をすすめるとその下は、コンクリー トで固められていることが明らかとなった。調

査当初は、濠底部の一部をコンクリー トで埋めただけの可能性 もあり、調査をすすめたが濠底部全面にコンクリー

トが広がることが明らかとなった。

また、濠の両岸に石垣が積まれているが、現在参集殿のある東側はもともと寺内町の外側にあた り、建物の移転

に伴って石垣が築かれたと考えられ、平石の隅をたてて積む谷積みという近代の積み方、西側の石垣は方形に整形

した石を目が横に通るように積み上げた布積みとい う方法で築いており江戸時代に積まれたものと考えられる。

現状の濠の深 さは、1.3～1.5mで 石垣が5層 から6層 以上積まれていることが明らかとなり、濠底がコンク リー

トで固められていることが明らかになったものの濠は大きく破壊されていないと考えられる。今後は、江戸時代の

絵図、明治以降の地図、境内の石造物などを調査することで寺内町の濠の変遷を調査する必要がある。

中町通 り

㌔。丶 !

図72013-7区

一g一



1:泥 堆積層

図82013-7区
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2.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高11～20mに 位置する。本遺跡は、これまでの調査で弥生時代の井戸

跡、古墳時代前期の掘立柱建物跡、古墳時代後期の竪穴住居跡、古代の掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、溝跡

等を検出してお り、古代においては集落跡 もしくは公的施設が存在 した可能性がある。平成12(2000)年 度の調

査において平安時代の瓦窯跡を10基 検出してお り、生産施設の存在が明らかとなっている。

2013-3区 の調 査

本確認調査は、加神1丁 目477-1に おいて実施 した。調査は調査区(15㎡)を 設定 して実施 した。本調査区の

地層堆積状況は、上層より盛土(1、 層厚0。6m)、 盛土(2、 層厚0.6m)、 盛土(3、 層厚0.8m)で 、その下は、

明黄褐色粘土(4)の 地山である。

地層堆積状況から判断 して、旧開発造成時に地層が削 り取られたとみられ、遺構は確認できなかった。遺物は出土

していない。

2013-4区 の調 査

本確認調査は、加神1丁 目59-3に おいて実施 した。調査は、調査区(3.25㎡)を 設定して実施 した。本調査区

の地層堆積状況は、上層より耕作土(1、 層厚0.3m)、 黄褐色土(2、 層厚0.1～0.15m)、 にぶい黄色土(3、 層

厚0.1～0.2m)、 暗灰黄色土(4、 層厚0.2m)、 灰黄褐色土(5、 層厚0.1～0,15m)で 、その下は、明黄褐色

粘土(7)の 地山である。第1層 から第5層 は農地層と考えられる。

第1層 から第3層 は、耕作により撹拌されてお り、土器(須 恵器、瓦器、土師器)が 出土 している。遺構等に伴

う撹拌により地山上面にて遺構検出を行ったが遺構は確認できなかった。第4、 第5層 から遺物は出土していない。

L=KBM

道路

1

2

0 io z(湘

3

401
m一

1:盛 土

2:盛 土

3:盛 土

4:明 黄褐 色 粘 土(10YR6/6) 地山(自 然層)

1:耕 作 土

2:黄 褐 色 土(2.5Y5/3)

3:に ぶ い 黄 色 土(2.5Y6/4)

4:暗 灰 黄 色 土(2.5Y5/2)

5:灰 黄 褐 色 土(10YR5/2)

6:褐 灰 色 土(10YR4/1)

7:明 黄 褐 色 粘 土(2.5Y6/6)地 山(自 然 層)

図92013-3区

図102013-4区
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3.沢 城 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高8～llmに 位置する。中世 ・戦国時代の集落跡 ・城跡 と推定 されてい

る。沢城は紀州根来勢により畠中城 ・積善寺城とともに近木川流域に築かれた城である。天正13(1585)年 の紀州

攻めの際には、宝蔵院、田中加助ら紀州の一向宗と雑賀衆約6000人 が籠城 したとされる。

沢城跡では中世の掘立柱建物跡、耕地跡、溝等を検出してい る。平成13(2001)年 度の調査では、溝を検出し、

溝内より大量の瓦が出土している。沢城に関連する溝と考えられる。

2013-5区 の 調 査

本確認調査は、沢657に おいて実施した。調査は、調査区(4.5㎡)を 設定 して実施 した。本調査区の地層堆積

状況は、上層より盛土(1、 層厚0.15m)、 耕作土(2、 層厚0.2m)、 黄褐色土(3、 層厚0.1～0.15m)で 、そ

の下は、にぶい黄色土(4)の 地山である。地層堆積状況から判断 して、地層は削 り取られてお り、遺構は確認で

きなかった。遺物は出土していない。

調査区

0
i

10m

道路

KBM

⑭

L=KBM

A A"

1:盛 土

2:耕 作 土

3:黄 褐 色 土(2.5Y5/3)

4:に ぶ い黄 色 土(2.5Y6/4)地 山(自 然 層)

図112013-5区

一11一



4.王 子 遺 跡

本遺跡は近木川左岸の中位段丘上に位置する。周知の遺跡として、古墳時代から近世にかけての集落跡と推定 し

ている。熊野街道の南東側に位置してお り、沿道に形成 された中世集落跡が認められている。本市において昭和

60年 度(1985年)に 発掘調査を実施 してお り、堀立柱建物3棟 ・井戸1基 ・溝7条 等の鎌倉時代を中心とする遺

構を検出している。

2012-15区 の 調査(王 子遺 跡)

本確認調査は、 地蔵堂341-8他 において実施 した。調査は、 開発道路部分で、調査区(第1区 、第2区 、合計

18,85㎡)を 設定 して実施 した。

第1区

本調査区の地層堆積状況は、上層より盛土(1、 層厚1,4m)、 にぶい黄褐色粘土(2、 層厚0。7m)、 にぶい黄褐

色粘土(3、 層厚0.2m)、 灰黄褐色粘土(4、 層厚0.6m)で 、その下は、灰黄褐色細砂(5)の 地山である。地山

上面で遺構は確認できなかった。遺物は出土 していない。

第2区

本調査区の地層堆積状況は、上層より盛土(1、 層厚0.3m)で 、その下は、黄褐色土(6)の 地山である。地層

が削り取 られており、遺構は確認できなかった。遺物は出土していない。

1:盛 土

2:に ぶ い黄 褐 色 粘 土(10YR5/4)

3:に ぶ い黄 褐 色 粘 土(10YR5/3)

4:灰 黄 褐 色 粘 土(10YR4/2)

5:灰 黄 褐 色 細 砂(10YR6/2)地 山(自 然 層)

6:黄 褐 色 土(10YR5/6)地 山(自 然 層)

図122012-15区
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5.三 ケ 山 西遺 跡

本遺跡は、近木川右岸に位置 し、標高70mの 段丘上に立地する。本市による平成11年 度(1999年 度)の 調査では、

中世の遺物包含層より縄文土器が混在 してお り、調査区周辺において縄文期の遺物包含層および遺構が存在してい

る可能性が高い。また財団法人大阪府埋蔵文化財協会(現:公 益財団法人大阪府文化財センター)の 調査では、中

世の堀立柱建物跡等の遺構が検出されている。

2013-2区 の調 査

本確認調査は、三ツ松622-1、623-1、624-1、625-1、626-1、627-1に おいて実施 した。調査は、浄化槽設置部

分に調査区(8㎡)を 設定 して実施 した。本調査区の地層堆積状況は、上層より耕作土(1、 層厚0.2m)、 黄褐色

土(2、 層厚0.2m)、 暗灰黄色粘質土(3、 層厚0.lm)で 、その下は、明黄褐色粘土(4)の 地山である。

地層堆積状況から判断 して、地層が削り取られている可能性がある。地山上面で遺構検出を行ったが、遺構は確認

できなかった。遺物は第2層 、第3層 から瓦器、土師器(中 世)が 出土した。

1:耕 作 土

2:黄 褐 色 土(2.5Y5/3)

3:暗 灰 黄 色 粘 質 土(2.5Y5/2)

4:明 黄 褐 色 粘 土(2.5Y6/6)地 山(自 然 層)

図132013-2区
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6.千 石 堀 城 跡

貝塚市域には、織豊期の城が数多く築かれた。根来衆の出城 として造 られた千石堀城跡は、「根来出城配置図」(江

戸時代製作)に 二重の堀がめぐらされ 「今城」と標記されている。

また、この一帯は 「三ノ丞山」と呼ばれ、三ノ丞大師がまつ られ、江戸時代は橋本の清水大師とともに大師信仰

の場 とされていた。

長 らく大阪市の郊外保育所などの施設が設置 されていたが、貝塚市が土地を所得し、整備を計画が検討 され、す

すめられ ようとしている。約36haの 敷地の うちの大部分が埋蔵文化財包蔵地「千石堀城跡」の範囲に含まれるため、

遺跡保護、活用のために今回発掘調査を行った。

これまで、貝塚市内では城跡の発掘調査を実施 したのは積善寺城跡のみで、堀の一部が確認 されている。千石堀

城跡については、周辺部で試掘調査がされたことがあるが、城にかかわる遺構は確認 されていない。はや くからそ

の存在を知 られた千石堀城は、城郭研究者による縄張 り図が作成され、現状で二重の堀が確認できる状況である。

2013-8区 の調 査

本確認調査は、名越地内にておいて実施 した。調査は、城郭研究者の中西義昌氏に縄張 り図を作成 していただき、

それをもとに近代に改編されたと考えられる地点に調査区を設定 して実施 した。

第1区 、第2区 は現状平坦に加工されたことにより外側の堀の一部が破壊されている可能性が大きい地点設定し

た調査区である。

第1区

斜面部分から長さ約10mの 調査区を設定して調査を実施 した。縄張り図で描かれた堀と現状で確認 していない

堀が二重に存在することが確認できた。埋土の状況から斜面に掘削 された堀は自然に埋没 し、今回発見した外側の

堀は一度に埋められた可能性が考えられる。遺物は出土していない。

第2区

斜面か ら長さ約7mの 調査区を設定して調査を実施 した。縄張り図で描かれた堀と虎口に通 じる土橋に近い地点

で、この場所では堀は一重で外側の堀は確認できなかった。調査区延長 したが表土数センチで地山とな り後世の削

平を受けている。遺物は出土 していない。

第3区 、第4区 は山頂部の城中心部分で方形の一段高い部分で設定した調査区である。

第3区

広範囲に窪みが存在する地点に長さ約11mの 調査区を設定 して調査を実施 した。結果、幅2。5m、 深さ0.8m

の撹乱土坑、幅5m、 深さ2.8mの 撹乱土坑を確認した。 コンクリー ト片、樹木、木杭などが多数埋められている

状況であった。

第4区

窪みが存在する地点に長さ4.8mの 調査区を設定して調査を実施 した。結果、幅3.1m、 深 さ2.4mの 撹乱土坑

を確認 した。コンクリー ト片が埋められている状況であった。

4ヵ 所で調査区を設定して調査を行った。縄張 り図で描かれた状況から破壊を受けていると考えられる部分につ

いて調査区を設定した調査は、さらに広範囲に実施する必要がある。

一14一
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第2区

「

、

第1区

010m
一

1:黄 褐色土(10YR5/6)

2:明 黄褐色土(2.5Y7/6)

3:明 黄褐色土(10YR6/8)

4:明 黄褐色粘土混 じり土(tOYR6/6)

5:明 黄褐色土(2.6Y6/6)

6:明 褐色土(7.5YR5/6)

7:明 黄褐色粘土(tOYR6/6)

8:明 黄褐色土粘土混 じり土(10YR6/6)

9:明 褐色砂質土(2.5Y6/6)

io:明 黄褐色土(2.5Y6/6)

11:明 黄褐色土(tOYR6/6)

12:明 黄褐色砂質土(2.5Y6/6)

13:明 黄褐 色土(10YR6/6)、 明褐色土(i.5YR5/8)混 じり

14:明 黄褐 色砂質土(2.5Y6/6)、 明褐 色t(7.5YR5/8)混 じり土

75:明 黄褐 色土(2.5Y6/6)

16:明 黄褐 色粘土混 じり土(10VR6/6)

17:明 黄褐 色砂質土(2.5Y6/6)、 明黄褐 色t(7.5YR5/8)混 じり土

18:明 黄褐 色土(2.5Y7/6)

19:明 黄褐 色砂質土(2.5Y6/6)、 明黄褐 色土(7.5YR5/8)混 じり土

20:明 黄褐 色土(7.5搬5/8)

21:明 黄褐 色砂質土(2.SY6/6)、 明黄褐色t(7.5YR5/8)混 じり土

22:明 褐 色土(7.5YR5/8)

23:明 黄褐 色粘土混じり土(10YR6/6)

24:明 黄褐 色粘土(toms/6)地 山

25;腐 植 土層

26:明 黄褐 色土pUYR6/6)

2ア:明 黄褐 色土(10YR6/6)

28:明 黄褐 色土(tOYR6/6)

29:明 黄褐 色土(ions/6)

30:明 黄褐 色土(2.5YR6/6)

31:明 簧褐 色土(10YR6/8)

32:明 黄褐 色土(tOYR6/8)、 灰 白粘 土(10YR8/uブ ロック混 じり土

33:明 黄褐 色土(10YR6/6)

34:明 黄褐 色土(10冊6/8)

35:明 黄褐 色粘土(tOYR6/6)

36:明 黄 褐色土(2.5Y6/6)

31:明 褐 色土(7.5YR5/8)地 山

L=KBM1+3m

1:黄 褐色土(70YR5/6)

2:黄 褐色土(tOYR5/6)

3:明 黄褐色土(2.5Y6/6)

4:明 黄褐色土(10YR6/8)

5;明 黄褐色土(2.5Y6/6)

6:明 黄褐色土(10YR6/8)

第2区

BM1+2m

M1+im

M1

02m
一

7:明 黄褐色土(2.5Y6/6)

8:浅 黄色土(5Y1/3)

9:黄 褐色土(10YR5/6)、 粘土 ブロック混 じり土

10:黄 褐色土(10YR5/6)、 粘土 ブロック混 じり土

11:黄 褐色土(10YR5/6)

12:浅 黄色土(5Y7/3)地 山

図152013-8区
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L=KBM2

1:撹 乱 層

図162013-8区
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7.半 田 北 遺 跡 跡

本遺跡は、津田川左岸の中位段丘上、標高は約24mに 位置する。これまでの調査では、奈良時代の遺物包含層や

堀立柱建物の柱穴を検出している。本遺跡の周囲には半田遺跡、秦廃寺が所在する。南西側に位置する秦廃寺は、

白鳳期の寺院が建立されていた と推定され、隣接する半田遺跡等より古代の建物等の遺構や遺物を確認 している。

2012-12区 の 調 査

本確認調査は、半田331に おいて実施 した。調査は、開発道路部分に調査区(3.24㎡)を 設定 して実施 した。

本調査区の地層堆積状況は、上層 より盛土(1、 層厚1.1m)、 耕作土(2、 層厚0.2m)で その下は、灰黄色粗砂(3、

層厚0.3m)の 流路堆積層である。地山は確認できなかった。地層堆積状況から判断して、遺物包含層は存在せず、

遺構は確認できなかった。遺物は出土 していない。

8.遺 跡 範 囲 外

2013-1区 の 調 査

本 試 掘 調 査 は 、橋 本247-1、247-2に お い て 実 施 した。調 査 は 、開 発 道 路 部 分 に調 査 区(4.8㎡)を 設 定 して 実施 した。

本 調 査 区 の 地層 堆 積 状 況 は 、上 層 よ り盛 土(1、 層 厚0.2m)、 耕 作 土(2、 層 厚0.18皿)、 黄褐 色 土(床 土 、3、 層

厚0.17m)、 褐 色 粘 土混 じ り土(4、 層厚0.4m)で 、 そ の 下 は 、 明褐 色 土(5)の 地 山 で あ る。

地 山上 面 で遺 構 検 出 を行 った が 、地 層 が 削 り取 られ て お り、 遺構 は確 認 で き な か っ た。 遺 物 は 出 土 してい ない 。

道路

1:盛 土

2:耕 作 土

3:灰 黄 色 粗 砂(2.5Y6/2)流 路 堆積 層

図172012-12区

1:盛 土

2:耕 作 土

3:黄 褐 色 土(2.5Y5/4)床 土

4:褐 色 粘 土 混 じ り土(10YR4/6)

5:明 褐 色 土(7.5YR5/6)地 山(自 然 層)

図182013-1区
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所収遺跡名 所 在 地
コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

zm 調査原因
市町村 随 跡番号

半田北遺跡
大阪府貝塚市
半田

27209 95
34度26

分27秒

135度22

分37秒
20130121 3.24 宅地造成

貝塚寺内町遺跡
大阪府貝塚市
中

27208 22
34度26

分54秒

135度21

分16秒
20130212 4.5 分譲住宅

貝塚寺内町遺跡
大阪府貝塚市
中

27208 22
34度26

分54秒

135度21

分16秒
20130213 4.2 分譲住宅

王子遺跡
大阪府貝塚市
地蔵堂

27209 60
34度25

分39秒

135度21

分35秒
20130214 18.85 宅地造成

遺跡外
大阪府貝塚市

麻生中
27208 一

34度26

分9秒

135度22

分11秒
20130401 3.4 宅地造成

三ケ山西遺跡
大阪府貝塚市
三ツ松

27208 69
34度24

分28秒

135度23

分5秒
20130425 8 事務所

加治 ・神前 ・畠中遺跡
大阪府貝塚市
加神

27208 23
34度26

分20秒

135度21

分14秒
20130523 15 福祉施設

加治 ・神前 ・畠中遺跡
大阪府貝塚市
加神

27208 23
34度26

分21秒

135度27

分20秒
20130705 3.25 福祉施設

沢城跡
大阪府貝塚市
沢

27208 28
34度26

分4秒

135度20

分44秒
20130718 4.5 共同住宅

貝塚寺内町遺跡
大阪府貝塚市
北町

27208 22
34度26

分56秒

135度21

分29秒
20130924 3 個人住宅

貝塚寺内町遺跡
大阪府員塚市
中町

27208 22
34度26

分49秒

135度21

分31秒

20131216^-

1219
140.16 発掘調査

千石堀城跡
大阪府貝塚市
名越

27208 44
34度25

分1秒

135度22

分7秒

20131224^-

1227
32 発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

半田北遺跡 集落跡 中世 一 一

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡1中 世、近世 土坑 一

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 中世、近世 一 一

王子遺跡 集落跡 古墳～近世 一 一

遺 跡 外 一 一 一 一

三ケ山西遺跡 散布地 中世 一 瓦器、土師器

加治 ・神前 ・畠中遺跡 集落跡 弥生～中世 一 一

加治 ・神前 ・畠中遺跡 集落跡 弥生～中世 一 須恵器、瓦器、土師器

沢城跡 城跡、集落跡
1中 世 一 一

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡
2中 世

、近世 堀 瓦、陶磁器

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 中世 、近 世 濠 一

千石堀城跡 城跡1中 世 堀 一

一19一
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1

貝塚 寺 内町遺 跡(2012-13区)

貝塚 寺 内町 遺 跡(2012-14区)
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2

貝塚 寺 内 町遺 跡(2013-06区)
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3

貝 塚 寺 内 町遺跡(2013-07区)
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4

貝塚 寺 内 町遺 跡(2013-07区)
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5

加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡(2013-03区)

加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡(2012-04区)
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6

沢 城跡(2013-05区)

半 田北遺 跡(2012-12区)
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7

王 子遺 跡(2012-15区)第1区

王 子遺 跡(2012-15区)第2区
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8

三 ケ 山西遺 跡(2013-02区)

遺 跡 外(2013-01区)
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9

千 石堀城 跡(2013-08区)第1区
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10

千 石堀 城 跡(2013-08区)第2区
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11

千 石堀城 跡(2013-08区)第3区

千石 堀城 跡(2013-08区)第4区
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